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ければならないのj であり、例 (6) は、二ぜjに重用してもらうには、外爵に
った経験がなければならないのj で、ある。しかし、事実では、 f塾lこ行かなく
ても、大学に受かったのJ r学躍がなくても、指導者になれた。Jr外注!に行った
日とがなくても、 !こ間に雪之用されたのj という “:1乎意料"(反予期)の現状
であるのこれらの例においても、予期は言語化されなくても、含震として含ま
れている。
例 (1 、 2 、 3) と逆に、例 (4 、 5~ 6)は、良い条件がないにもかかわらず、































( 8 )“:ìÆ不是 i野了那持蛇牧m~I~1:的資千をき以均
状況な
fI'J是不知道，也不*13倍， 別悦他的方15些{合波打思 Iとl子I:I守了，
我11'])さ些博 t磁土又忽:ト~~ ly~ ?込ヨミ孟各人長ぺ本対ì~念 I~I守安子 i均? " 尖
搾描逃来i~。地均イm11'J 1~守愚昧充実IH蔀到憤怒。













り、例(9 )は、 “者j)得等下…耕平"であり、例 (10)
円である。例 (8、9、10)
なるむ































( 9) '?? 
?逓ヰ茎是各人都省一本雄念的経時?円
体遺ア，我没有迫。結果進議不透一祥，唱{商現在者:ß~
ー ?? ?????、 七小按子九十該子護j差不是一祥葬，
? 
“ I日"“ 吋の意味が活性











いては間違いなくこうだ。j と話し手が思う 1寺に用いられ、 “持定/マ吋/当
撚"に置き換えられるの









例 (12) (土、劇を見たい“小栃"に、話し手が“jgi不是!伊i叩味!世封1). 
と言った。これは、認し手が fJ;章、りはつまらないのj と確信している時の
発話である。まだ見ていない劇について断舎をするということは、話し














































とによって、 f見込み通り Jr見込みのままj のような意味を表すことになる。










































rN J P +5忍不是十NzP/VPj構;文に廃ると、 ff，笠度の高さjまた fこれ
コメ H ・1ご。Jを表すことができる朗自は、現然“話"のイ動きである。“泌"
「継続jを表すことができるのは知られている。 fN1 P十泌不是十N21コ/V




!J~ " という市定命題を用いるということは、 u宝貝 η ではないものを排







つまり、反語の意味を表す rN1 P トー逆不是十N2P/VPJ構文には、否



















(25) ，太間的汽息不1番喜的句怠，久久不Z9J0 Jさ議不是最本補，j守 n~刻?他
的家!他的老婆!
例 (25) の意味は“地就是最三位指的1す刻"であり、例 (25)， の意味は
“女11果的1す不是最率括的 11"'J 刻，イ十公、 H~'{r剣最本指 i約 uす刻! " である。





























( 1) )x予期jの標識について呉 (2004)ではち次のように述べている。
反持um拍d己共有円前向キIIIJI~ ，~t:
( i )官官]的使用IYlf合 f 部期的情形成者被
仏メo-}:尋常焼情j忠之i'i可昨今 1";l1xす比。
(込) "1有者 ICij)活者~'I~背寓，反f抑制:þ心己的主要 J}]能造物i事ノト断吉均月IÍT民投或預持i
I~I守 tlJ界以&"，q't J認 M"長 2京総来。(1'224 から引用)
( 2) )瓦予期!のタイプについて、次のような三つの場合があると指摘されているつ
( ]) 1:，;受治人的fm期中H反; (2) l"d悦活人fl己的預期椋反; (3) Iヲ特定言活社会
共事的ffU鴇相反。jの三つの:場合で、あるの詳しくは失補祥 (2004)を参照されたい。
( 3)政平 (2003) f[i1lj 向“経 η 分者jl格式及i'1{え的J35!持続化j を参階、されたいの
(4) “返IF1l"“イ]l日/照的"の意味的特徴について、多く研究されている。李宗江
(1999)は:通時的規点から研究されているの
( 5 )詳しくは陪位lj31980 r“泌"和 H 吏 "J，弓真 1984f:}T(子表示程度技的高IJi司
μ 足 "Jを参照されたい。
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〔追伸〕本棋において出典の記されていない例文は著者の作例である。
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